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１．地区の現状

■地区別戦略実行委員会の取り組み

現状 人口：174 人 世帯数：79 世帯 高齢者率：52.3 ％ （平成31年度4月末現在）

－農林振興部－

－定住促進部－

－健康福祉部－

≪テーマ≫
住み慣れた地域で安心して暮らし続ける

以下のテーマをもとに3つの部会が集まり、話し合い、実践活動を進めている

この話し合いの場を、邑南町社会福祉協議会が推奨する

“地域支え合い会議（※）”（第2層協議体）として位置付け

社会福祉協議会との連携を強化し、推進していく。

住み慣れた地域で安心して暮らし続ける

地域共生社会の実現へ

※ 公民館を単位として地域住民が一堂に会し、地域福祉に関して考えるための場



２．地区の取組－加工場－

地域づくりを進める中で、加工場を望む声があがりました！

関係・交流人口増加
▽

おもてなし機会増加

田舎の食材・味の活用
▽

高齢者の知見を活かし
活躍の場の創出

農閑期、新規就農の副収入源
▽

菓子・惣菜作りなどができる場

2019年5月 加工場利用（菓子・惣菜）開始

空き家の活用には、保健所・建築・消防等、多くの法律が関係し、
思った以上に大変で、苦労しました。
関係各所を巻き込み、一堂に会する協議の場を設けたことで、
各専門家の意見をもらうことができ、実現することができました。

これから加工場利用を促し、将来、生産・加工・販売を地域の中で
展開（6次産業化※）し、地域内での経済効果を生み出していけるよう
にしたい。 ※1次産業×2次産業×3次産業：農業者が加工・販売まで関わり活性化を図る

健康福祉部では、加工場を利用した配食サービスを実現できるように、
話し合いを進めています。



２．地区の取組－加工場－

菓子：『龍岩さんあられ』の生産（龍岩あられの会） 惣菜：お弁当の製造

地区外にある加工施設を利用していたため、
地区内に生産可能な設備ができて便利になった！

“くらし応援隊“による配食サービス実施に向け、
お弁当製造の試験運用を開始！

移動負担が軽減!! お弁当を食べた方からは好評!!

各利用団体より利用料を頂く形で運営開始。


